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今
回
か
ら
は
、
殺
菌
剤
に
続
い
て
、
殺

虫
剤
を
上
手
に
利
用
す
る
上
で
理
解
し
て

お
く
べ
き
薬
剤
の
特
性
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

台
所
で
よ
く
見
か
け
る
ゴ
キ
ブ
リ
や
蝿は

え

、

夏
場
の
夜
蚊か

に
悩
ま
さ
れ
た
経
験
は
誰
に

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
シ
ュ
ッ
と
一ひ
と

噴ふ

き

で
不
快
な
虫
た
ち
を
撃
退
で
き
る
あ
の
エ

ア
ゾ
ー
ル
剤
は
、
と
て
も
頼
も
し
い
も
の

で
す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
通

り
、
農
作
物
を
栽
培
し
た
場
合
、
同
一
作

物
で
あ
っ
て
も
発
生
す
る
害
虫
の
種
類
は

様
々
で
、
こ
の
薬
１
本
あ
れ
ば
す
べ
て
大

丈
夫
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
害
虫
を
効
率
よ
く
防
除
す
る

た
め
に
は
ま
ず
、
相
手
（
害
虫
）
に
つ
い

て
の
基
礎
知
識
を
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
害
虫
に
対
し
て
適
正

な
薬
剤
は
何
な
の
か
を
選
べ
る
だ
け
の
、

薬
剤
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
使
用
す
る
防
除
器
具
や
薬

剤
の
施
用
方
法
に
つ
い
て
も
十
分
な
知
識

を
備
え
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
作
物
の
使
用
適
期
や
、
安
全
な
作

物
を
作
る
た
め
に
残
留
農
薬
に
対
す
る
配

慮
も
必
要
と
な
り
ま
す
（
本
誌
同
シ
リ
ー

ズ
５
で
詳
し
く
解
説
）。
農
薬
（
殺
虫
剤
）

を
上
手
に
使
っ
て
い
く
に
は
、
こ
れ
ら
の

適
正
な
組
み
合
わ
せ
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

最
近
で
は
、
害
虫
に
対
す
る
効
果
が
高

い
だ
け
で
な
く
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
訪

花
昆
虫
や
天
敵
昆
虫
に
対
す
る
影
響
を
配

慮
し
た
、
よ
り
選
択
的
な
殺
虫
剤
の
開
発

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

農
薬
使
用
者
側
に
も
、
よ
り
一
層
知
識
を

社
団
法
人
日
本
植
物
防
疫
協
会
　
研
究
所
宮
崎
試
験
場
　
殺
虫
剤
担
当

飯
干
　
浩
美

13

病害虫防除のための�

やさしいガイド�

殺
虫
剤
の
特
性
と
利
用
の
仕
方

6

害虫を効率よく防除するためには、害虫、薬剤、使用
する防除器具などについての知識を身につけることが
大切である。
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必
要
と
す
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
前
号
ま
で
解
説
さ
れ
た
殺

菌
剤
と
同
様
、
殺
虫
剤
の
種
類
も
極
め
て

多
く
、
す
べ
て
の
薬
剤
に
つ
い
て
解
説
す

る
こ
と
は
誌
面
の
制
約
な
ど
も
あ
り
で
き

ま
せ
ん
が
、
主
な
も
の
を
取
り
挙
げ
、
各

論
に
入
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

左
図
は
、
殺
虫
剤
を
化
学
構
造
や
特
性

で
分
類
し
た
も
の
で
、
以
下
、
グ
ル
ー
プ

別
に
解
説
し
ま
す
。

有
機
リ
ン
殺
虫
剤
は
、
１
９
３
０
年
代

半
ば
ご
ろ
か
ら
ド
イ
ツ
の
Ｇ
・
シ
ュ
ラ
ー

ダ
ー
ら
に
よ
っ
て
、
最
初
に
研
究
が
進
め

ら
れ
た
優
れ
た
化
合
物
群
で
す
。
高
い
殺

虫
力
を
持
っ
た
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｐ（
テ
ッ
プ
）、
シ

ュ
ラ
ー
ダ
ン（
ペ
ス
ト
ッ
ク
ス
３
）、
パ
ラ

チ
オ
ン
（
ホ
リ
ド
ー
ル
）
が
ま
ず
開
発
さ

れ
、
第
二
次
大
戦
後
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ

ス
や
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
他
国
で
も
同
様

の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
１
９
５
０
年
以
降

次
々
に
新
し
い
有
機
リ
ン
殺
虫
剤
が
創
製

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
有
機
リ
ン
剤
が
本
格
的
に
使
用

さ
れ
た
の
は
、
１
９
５
１
年
以
降
で
す
。

当
時
わ
が
国
は
、
食
糧
確
保
の
た
め
、
コ

メ
を
い
か
に
し
て
増
産
す
る
か
と
い
う
こ

と
が
、
最
大
の
政
策
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
に
は
、
被
害
の
大
き
い
ニ
カ
メ

イ
ガ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
防
除
す
る
か
が

緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
そ
れ
ま
で
は
、
イ
ネ
の
稈
に
食
入
し
た

幼
虫
に
効
果
の
あ
る
薬
剤
が
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
新
し
く
導
入
さ
れ
た
パ
ラ
チ
オ

ン
が
非
常
に
効
果
の
高
い
こ
と
が
わ
か
り
、

ニ
カ
メ
イ
ガ
の
防
除
に
画
期
的
な
進
歩
を

も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
、
コ
メ
の
安
定
生

産
、
食
糧
難
の
解
消
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
本
剤
は
人
畜
に
対
す
る

急
性
毒
性
が
高
か
っ
た
た
め
、
１
９
６
９

年
に
製
造
が
中
止
と
な
り
、
１
９
７
１
年

に
は
使
用
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
有
機
リ
ン
殺
虫
剤
の
開
発

は
、
人
畜
に
対
す
る
毒
性
の
よ
り
低
い
も

の
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
現
在
わ
が

国
で
使
用
さ
れ
て
い
る
有
機
リ
ン
殺
虫
剤

の
多
く
は
、
マ
ラ
ソ
ン
や
Ｍ
Ｅ
Ｐ
（
ス
ミ

チ
オ
ン
）
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
人
畜
毒
性

の
低
い
タ
イ
プ
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

殺虫剤の分類�

化学農薬�

生物農薬�

無機化合物�

有機化合物�

青酸、リン化アルミニウム�
（ホストキシン）など�

天然物�
由来�

合成物�
殺
虫
剤�

スピノサド（スピノエース）、ニコチン、�
ロテノン（デリス）、マシン油 など�

その他� オレイン酸ナトリウム剤�
（オレート）など�

チリカブリダニ剤（スパイデックス）、�
オンシツツヤコバチ剤（エンストリップ）、BT剤（トアローCTなど）、�
スタイナーネマ・カーポカプサエ剤（バイオセーフ）など�

有機塩素系�

昆虫生長�
制御剤�

ジフルベンズロン（デミリン）、�
ブプロフェジン（アプロード）など�

マクロライド系� エマメクチン安息香酸塩�
（アファーム）�

ピリジンア�
ゾメチン系�

ネオニコチ�
ノイド系�

イミダクロプリド（アドマイヤー）、�
アセタミプリド（モスピラン）など�

合成ピレス�
ロイド系�

エトフェンプロックス（ト�
レボン）など�

ネライストキシン系�

カーバメート系� NAC（デナポン）など�

カルタップ（パダン）など�

ピメトロジン（チェス）�

フェニル�
ピラゾール系�

フィプロニル（プリンス）�

ベンゾエピン（マリックス）など�

有機リン系� MEP（スミチオン）、マラソン など�

ピロール系� クロルフェナピル（コテツ）�

a
有
機
リ
ン
系
殺
虫
剤

天
　
敵

↑アマガエル。

↓コモリグモ。

↑ナミヒメハナカメムシ。

↓カブリダニ。
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q
種
　
類

現
在
農
薬
登
録
の
あ
る
殺
虫
剤
の
中
で
、

有
機
リ
ン
殺
虫
剤
の
占
め
る
割
合
は
種
類

・
量
と
も
最
も
多
く
、
使
用
対
象
も
水
稲
、

野
菜
、
果
樹
、
茶
、
花
木
な
ど
の
諸
害
虫
、

ハ
ダ
ニ
あ
る
い
は
土
壌
害
虫
の
防
除
な
ど

広
範
囲
な
害
虫
に
有
効
で
す
。
そ
れ
ら
有

機
リ
ン
殺
虫
剤
を
化
学
構
造
上
か
ら
分
け

る
と
、
表
（
44
頁
）
の
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
化
学
構
造
の
型
に
応
じ
て
作
用

特
性
や
対
象
害
虫
は
異
な
り
ま
す
。

ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
型
の
薬
剤
で
あ
る
Ｄ
Ｄ

Ｖ
Ｐ
は
、
蒸
気
圧
が
大
き
い
た
め
、
く
ん

蒸
作
用
が
か
な
り
強
く
、
極
め
て
速
効
的

で
す
が
、
揮
発
に
よ
り
失
わ
れ
や
す
く
、

残
効
が
短
い
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
り

ん
翅
目
害
虫
（
コ
ナ
ガ
、
ア
オ
ム
シ
、
ヨ

ト
ウ
ム
シ
、
ハ
マ
キ
ム
シ
類
な
ど
）
や
ア

ブ
ラ
ム
シ
類
、
ハ
ダ
ニ
類
な
ど
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。

チ
オ
ノ
型
の
代
表
的
な
も
の
は
ダ
イ
ア

ジ
ノ
ン
や
Ｍ
Ｅ
Ｐ
（
ス
ミ
チ
オ
ン
）
で
、

広
範
囲
の
害
虫
に
殺
虫
効
果
が
あ
り
ま
す
。

特
に
り
ん
翅
目
害
虫
を
中
心
に
、
土
壌
害

虫
（
タ
ネ
バ
エ
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫
、

ネ
キ
リ
ム
シ
な
ど
）
に
優
れ
た
効
果
が
あ

り
ま
す
。

チ
オ
ー
ル
型
の
薬
剤
は
、
吸
汁
性
害
虫

（
ウ
ン
カ
類
、
ヨ
コ
バ
イ
類
、
ア
ブ
ラ
ム

シ
類
、
ハ
ダ
ニ
類
、
カ
メ
ム
シ
類
な
ど
）

に
効
果
を
示
し
ま
す
。

ジ
チ
オ
型
の
薬
剤
で
あ
る
エ
チ
ル
チ
オ

メ
ト
ン
や
ジ
メ
ト
エ
ー
ト
は
、
吸
汁
性
害

虫
に
は
優
れ
た
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
り

ん
翅
目
害
虫
に
対
す
る
殺
虫
力
は
低
い
も

↑キュウリに発生したワタアブラムシとシルバーリーフ
コナジラミ。

↓ナスに発生したミカンキイロアザミウマとハスモ
ンヨトウ。

↓

薬
剤
散
布
（
シ
ョ
ウ
ガ
）。

↑薬液（水和剤）の調製。

↑ロボットスプレーカー
による薬剤散布（トマ
ト）。

←
常温煙霧機による薬剤
散布（ナス）。
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有機リン系殺虫剤
分類 有効成分 商　品　名 対象作物・害虫・特性（薬害）

ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
型

チ
　
オ
　
ノ
　
型

ジ
　
チ
　
オ
　
型

そ
　
の
　
他

ホ
ス
ホ

ネ
ー
ト
型

アミデート型

チ
オ
ー

ル
型

DDVP（ジクロボス）
果樹、野菜、茶：アブラムシ類、ハダニ類、ミカンキイロアザミウマなど
速効的、残効短い、くん蒸作用あり（薬害：リンゴ、ウリ類、ハクサイなどの苗）

DDVP、デス、
ホスビット（乳剤、くん煙）

BRP（ナレッド） イネ、果樹、野菜、茶：ハダニ類、アブラムシ類など　速効的、残効短い、くん蒸作用あり、劇物ジブロム、ダイブロン、モンコール（乳剤）

CVMP（テトラクロルビンホス） イネ、花卉：ニカメイチュウ、りん翅目害虫などガードサイド（粉剤、水和剤）

ジメチルビンホス イネ：りん翅目害虫など　速効的、残効あり、ドジョウに対する毒性大、劇物ランガード（粉剤、粒剤）

CVP（クロルフェンビ
ンホス）

果樹、野菜、茶：カイガラムシ類、土壌害虫（タネバエ、ネキリムシ、キスジノミハ
ムシ）など　速効的、残効あり、魚毒性大、劇物（薬害：アブラナ科野菜の生育初期）

ビニフェート（粉剤、乳剤）

モノクロトホス イネ、野菜：ニカメイチュウ、ウンカ、ヨコバイ類、アブラムシ類 速効的、浸透移行性あり、 劇物アルフェート（粒剤）

プロパホス
イネ：ニカメイチュウ、ウンカ、ヨコバイ、イネミズゾウムシなど
速効的、残効あり、劇物（薬害：マメ類、キュウリ、ハクサイ）

カヤフォス（粒剤、粉剤）

CYAP（シアノホス）
果樹、アブラナ科野菜、マメ類など：りん翅目害虫、アブラムシ類
速効的、殺卵作用あり、残効短い（薬害：ハクサイ）

サイアノックス（粉剤、水和剤、
乳剤）

MEP（フェニトロチオ
ン）

イネ、果樹、野菜、マメ類、茶など：りん翅目害虫、アブラムシ類など多種
残効あり（薬害：アブラナ科野菜、リンゴ、ナシ、モモ）

スミチオン（粉剤、粉粒剤、水和
剤、乳剤、MC）

ピリミホスメチル キャベツ、茶、花卉類：コナガ、オンシツコナジラミなど　速効的、くん蒸作用あり（薬害：タバコ）アクテリック（粉剤、乳剤）

イソキサチオン
イネ、果樹、野菜：りん翅目害虫、土壌害虫（タネバエ、ネキリムシ類、ケラ）、マメ
ハモグリバエなど　やや遅効的、残効あり、劇物 (薬害：種子、幼葉、シクラメン）

カルホス（粉剤、粒剤、粉粒剤、
水和剤、乳剤、エアゾル）

ピリダフェンチオン
イネ、果樹、野菜：イネドロオイムシ、りん翅目害虫、土壌害虫（タネ
バエ、ネキリムシ類、コオロギ）など　残効あり

オフナック（粉剤、粒剤、水和剤、
乳剤）

クロルピリホスメチル イネ、野菜：りん翅目害虫など（薬害：ウリ類）レルダン（粉剤、粒剤、乳剤）

ECP（ジクロフェンチ
オン）

土壌害虫（タマネギバエ、タネバエ、キスジノミハムシ）の防除剤
くん蒸作用・浸透移行性あり、劇物

VC（粉剤、乳剤）

キナルホス ミカン：カイガラムシ、ツノロウムシ専用剤　劇物エカラックス

クロルピリホス 果樹：りん翅目害虫（ハマキムシ類）など　速効的、残効あり、殺卵作用ありダーズバン（水和剤、乳剤）

ESP 果樹、野菜、観賞用植物：アブラムシ類、ハダニ類　浸透移行性あり、劇物エストックス（乳剤）

バミドチオン
イネ、果樹、野菜：ウンカ、ヨコバイ類、アブラムシ類、ハダニ類など
浸透移行性あり、劇物

キルバール（液剤）

マラソン
イネ、果樹、野菜：ウンカ、ヨコバイ類、アブラムシ類、ハダニ類、カメムシ、シンクイムシ、
アザミウマなど　速効的、 残効短い、浸透移行性あり（薬害：ウリ類、トマトの苗）

マラソン（粉剤、乳剤、水和剤、
くん煙）

PAP（フェントエート）
イネ、野菜、果樹：ニカメイチュウ、カメムシ類、カイガラムシ類、りん翅目
害虫など　速効的、残効短い、浸透移行性あり、劇物（薬害：リンゴ、ブドウ）

エルサン、パプチオン（粉剤、粉
粒剤、水和剤、乳剤）

ホサロン 果樹、野菜、茶：ハダニ類、アブラムシ類　速効的、劇物（薬害：ウリ類）ルビトックス（乳剤、水和剤）

PMP（ホスメット）
イネ、果樹、茶：ニカメイチュウ、イネドロオイムシ、カイガラムシ類、
ハダニ類など　速効的、残効あり、劇物（薬害：ミカン）

アッパ（粉剤、粉粒剤、水和剤、
乳剤）

DMTP（メチダチオン）
果樹、野菜、茶：カイガラムシ類、オンシツコナジラミ、りん翅目害虫な
ど　残効あり、劇物（薬害：花卉、花木）

スプラサイド（乳剤、水和剤）

エチオン 果樹、野菜、茶：ハダニ類など 速効的、劇物エチオン（乳剤）

ジメトエート
イネ、果樹、野菜、マメ類、花卉：ウンカ、ヨコバイ類、カイガラムシ類、
ハダニ類、アブラムシ類など　速効的、残効あり、浸透移行性あり、劇物

ジメトエート（粉剤、乳剤、水和
剤、くん煙）

ホルモチオン 花木：アブラムシ類など　速効的、残効あり、浸透移行性ありアンチオ（粒剤、乳剤）

チオメトン 果樹、野菜：アブラムシ類、ハダニ類　浸透移行性あり、劇物エカチン（乳剤）

エチルチオメトン
イネ、果樹、野菜、花卉：ウンカ類、アブラムシ類、ハダニ類など
残効あり、浸透移行性あり、毒物 (薬害：イチゴ、キュウリ）

ダイシストン、エカチンTD（粒剤）

アセフェート
野菜、ジャガイモ、花卉、茶：りん翅目害虫、アブラムシ類、マメハモ
グリバエなど　残効あり、浸透移行性あり（薬害：マメ科作物）

オルトラン（粒剤、水和剤、乳剤、
液剤）

DEP
イネ、果樹、野菜：ニカメイチュウほかりん翅目害虫など
くん蒸作用あり、残効短い、劇物

ディプテレックス（粉剤、粉粒剤、
水溶剤、乳剤）

EPN
イネ、野菜：りん翅目害虫、ハダニ類、アブラムシ類
残効あり、くん蒸作用あり、毒物（薬害：リンゴ）

EPN（粉剤、乳剤）

プロチオホス
果樹、野菜、マメ類、茶、花卉：りん翅目害虫、アブラムシ類など
やや遅効的、残効あり、アルカリ性にも安定

トクチオン（粉剤、粉粒剤、水和
剤、乳剤）

スルプロホス 野菜：ミナミキイロアザミウマ　遅効的、残効あり、劇物（薬害：スイカ、メロン）ボルスタール（乳剤）

プロフェノホス
ジャガイモ、テンサイ、茶：ヨトウムシ、ハマキムシ類、アザミウマ類、
ハダニ類など　魚毒性大（薬害：テンサイ）

エンセダン（乳剤）

ピラクロホス
野菜、茶：りん翅目害虫、土壌害虫（キスジノミハムシ、ネダニ）、線
虫など　劇物、魚毒性大

ボルテージ（水和剤、乳剤、粒剤）

イソフェンホス
サトウキビ、ラッカセイ：土壌害虫（コガネムシ類、ハリガネムシなど）
遅効的、残効あり、毒物

アミドチッド（粒剤）

ホスチアゼート 野菜：ハダニ、オンシツコナジラミ、ミナミキイロアザミウマ、線虫など　劇物ネマトリン（粒剤）

ダイアジノン
イネ、果樹、野菜：ニカメイチュウ、吸汁性害虫、土壌害虫（タネバエ、コガネムシ類幼虫、
ネキリムシ類）など　残効短い、くん蒸作用あり、浸透移行性あり、劇物（薬害：リンゴ）

ダイアジノン（粉剤、粒剤、粉粒剤、水
和剤、乳剤、くん煙剤、くん煙紙、MC）

MPP（フェンチオン）
イネ、マメ類、イモ類：ニカメイチュウ、吸汁性害虫、マメシンクイガ、
コガネムシ類幼虫など　やや遅効的、残効あり、局部的な浸透移行性あり、
熱・光に安定、劇物（薬害：アブラナ科野菜幼苗、オウトウ、サトイモ）

バイジット（粉剤、粒剤、水和剤、
乳剤）
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の
が
多
い
よ
う
で
す
。

ア
ミ
デ
ー
ト
型
の
薬
剤
は
ア
セ
フ
ェ
ー

ト
（
オ
ル
ト
ラ
ン
）
で
す
が
、
本
剤
は
浸

透
移
行
性
を
示
し
ま
す
。
ま
た
、
食
毒（
害

虫
の
口
を
通
っ
て
消
化
管
内
に
入
り
、
中

毒
を
起
こ
す
作
用
）
も
強
く
、
残
効
も
長

い
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
型
の
薬
剤
に
は
、
Ｄ
Ｅ

Ｐ
（
デ
ィ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
）
と
Ｅ
Ｐ
Ｎ
が

あ
り
ま
す
が
、
Ｄ
Ｅ
Ｐ
は
イ
ネ
や
野
菜
の

害
虫
に
対
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。
気
化
し

や
す
い
た
め
、
害
虫
は
本
剤
に
接
触
す
る

ほ
か
、
ガ
ス
を
吸
入
す
る
こ
と
に
よ
り
死

亡
さ
せ
ま
す
。

w
作
用
機
構

有
機
リ
ン
殺
虫
剤
は
、
害
虫
に
対
し
て

接
触
毒
、
食
毒
と
し
て
作
用
し
、
ま
た
、

蒸
気
圧
の
高
い
揮
発
性
の
も
の
は
ガ
ス
毒

と
し
て
も
作
用
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

薬
剤
は
、
経
口
的
・
経
皮
的
あ
る
い
は
呼

吸
に
よ
っ
て
害
虫
の
体
内
に
取
り
込
ま
れ

ま
す
。
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
薬
剤
は
、

神
経
系
の
シ
ナ
プ
ス
と
呼
ば
れ
る
場
所
に

蓄
積
さ
れ
、
神
経
伝
達
物
質
で
あ
る
ア
セ

チ
ル
コ
リ
ン
を
分
解
す
る
ア
セ
チ
ル
コ
リ

ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
と
い
う
生
理
的
に
重
要

な
酵
素
を
阻
害
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
虫

の
体
内
に
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
が
異
常
に
溜た

ま
り
、
害
虫
は
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
て
、

激
し
く
動
き
回
り
、
様
々
な
二
次
的
な
生

理
的
影
響
が
生
じ
た
後
、
死
に
至
り
ま
す
。

な
お
、
後
述
す
る
カ
ー
バ
メ
ー
ト
系
殺
虫

剤
も
、
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ

に
作
用
し
て
殺
虫
効
果
を
示
し
ま
す
。

e
特
　
性

有
機
リ
ン
殺
虫
剤
は
ア
ル
カ
リ
性
で
分

解
し
、
殺
虫
力
を
失
う
た
め
、
ア
ル
カ
リ

性
の
農
薬
（
石
灰
硫
黄
合
剤
、
ボ
ル
ド
ー

液
な
ど
）
と
は
混
用
で
き
ま
せ
ん
。
比
較

的
安
定
な
も
の
は
、
ホ
サ
ロ
ン
、
Ｍ
Ｐ
Ｐ

（
バ
イ
ジ
ッ
ト
）、
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
な
ど
数

少
な
く
、
こ
れ
ら
は
ボ
ル
ド
ー
液
と
も
混

合
可
能
、
あ
る
い
は
使
用
直
前
な
ら
混
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ジ
メ
ト
エ
ー
ト
や
マ

ラ
ソ
ン
、
Ｂ
Ｒ
Ｐ
（
ジ
ブ
ロ
ム
）
は
水
に

溶
く
だ
け
で
も
分
解
さ
れ
る
た
め
、
薬
液

調
製
後
速
や
か
に
散
布
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

有
機
リ
ン
殺
虫
剤
は
ま
た
、
光
、
特
に

紫
外
線
に
対
し
て
不
安
定
な
も
の
が
多
い

よ
う
で
す
。
比
較
的
安
定
な
も
の
と
し
て

は
、
Ｍ
Ｐ
Ｐ
、
Ｍ
Ｅ
Ｐ
（
ス
ミ
チ
オ
ン
）、

マ
ラ
ソ
ン
、
ジ
メ
ト
エ
ー
ト
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

有
機
リ
ン
殺
虫
剤
を
施
用
す
る
際
、
す

べ
て
の
有
機
リ
ン
殺
虫
剤
と
除
草
剤
の
Ｄ

Ｃ
Ｐ
Ａ
剤
（
ス
タ
ム
、
Ｄ
Ｃ
Ｐ
Ａ
）
、
Ｍ

Ｃ
Ｃ
剤
（
ス
エ
ッ
プ
、
ス
エ
ッ
プ
Ｂ
な
ど
）

と
の
同
時
施
用
、
あ
る
い
は
10
日
以
内
の

近
接
施
用
は
、
薬
害
を
生
ず
る
恐
れ
が
あ

る
の
で
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
あ
る
害
虫
に
対
し
て
同
じ
薬
剤

を
続
け
て
使
用
し
て
い
る
と
、
そ
の
害
虫

の
後
代
の
薬
剤
に
対
す
る
感
受
性
は
次
第

に
落
ち
、
そ
の
薬
剤
が
効
か
な
く
な
る
現

象
を
経
験
さ
れ
た
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
を
害
虫
の
薬
剤
抵
抗
性
と
言

い
、
こ
の
薬
剤
に
強
い
性
質
は
遺
伝
的
な

も
の
で
、
次
の
世
代
へ
受
け
継
が
れ
、
害

虫
防
除
上
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。
有

機
リ
ン
殺
虫
剤
も
ウ
ン
カ
、
ヨ
コ
バ
イ
類
、

コ
ナ
ガ
、
ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
モ
モ
ア
カ

ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ハ
ダ
ニ
類
、
ミ
ナ
ミ
キ
イ

ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

な
ど
多
く
の
害
虫
で
薬
剤
抵
抗
性
の
報
告

事
例
が
あ
り
、
使
用
す
る
薬
剤
を
選
択
す

る
上
で
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

↑ヒメトビウンカ。

→
コガネムシの幼虫による
イチゴの被害。

↓

リ
ン
ゴ
コ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ
キ
の
成
虫

（
左：

メ
ス
、
右：

オ
ス
）（
ナ
シ
）。


